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令和４年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
 

課名  道路建設課     

 

○ 

事 

業 

制 

度 

に 

つ 

い 

て 

事 業 名 道路改築事業 

事 業 目 的 

地方公共団体等が行う社会資本の整備その他の取組を支援することにより、

交通の安全の確保とその円滑化、経済基盤の強化、生活環境の保全、都市環境

の改善及び国土の保全と開発並びに住生活の安定の確保及び向上を図ること。 

採 択 基 準 

地域住民の日常生活の安全性若しくは利便性の向上を図るために必要であり、

又は快適な生活環境の確保若しくは地域の活力の創造に資すると認められる

もの。 

概      要 

(メニュー) 現道の拡幅や線形改良またはバイパス等の建設 

○ 

費 

用 

対 

効 

果 

の 

分 

析 

に 

つ 

い 

て 

 

＊ 

費 

用 

便 

益 

B/C 

＊ 

効 

果 

の 

項 

目 

う 

ち 

貨 

幣 

換 

算 

す 

る 

項 

目

》  
Ｂ

《  

・走行時間短縮便益 

・走行経費減少便益 

・交通事故減少便益 

 

そ 

の 

他 

項 

目 

 

費 

用 

》  
Ｃ 

《  
の 

算 

定 

費用の積み上げ基準＝道路整備に要する事業費＋道路維持管理に要する事業費＋道路

構造物の更新に要する事業費※ 

現在価値算出のための社会的割引率：４％ 

基準年次：評価時点 

検討年数：50年間  

 

 
※道路構造物の更新に要する事業費は、評価対象期間末までに耐用年数等に達する構造物がある場合に計上する 

費 

用 

便 

益 

比 

の 

基 

準 

原則費用便益比（Ｂ／Ｃ）１．０以上 

 

別紙３ 

-3-



-4-



 

 

令和４年度 再評価実施箇所（附図） 

                                             担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 
１ 

 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業（社会資本整備総合交付金） 

主要地方道 国府見座線 十三暮峠工区 

事業実施  

箇    所 

高山市
た か や ま し

国府町
こくふちょう

八日町
よ う か ま ち

 

 ～高山市
た か や ま し

国府町
こくふちょう

八日町
よ う か ま ち

 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２０年度 完了予定年度 令和１１年度 

 再評価の実施基準 再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業 

 事業目的  

主要地方道国府見座線は岐阜県高山市国府町広瀬を起点とし、岐阜県高山市上宝町見座へ至る延長２

８．６ｋｍの幹線道路である。当該事業は、このうち高山市国府町八日町の約１，７４０ｍの区間につ

いて現道拡幅を行うものであり、災害時に有効に機能する緊急輸送道路ネットワークの確保や、救急搬

送経路の確保、通勤通学時における地域の足の確保を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：１，７４０ｍ   車道幅員：２．７５ｍ×２車線 

               

 概 要 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 高山市上宝町見座

飛騨市役所 

高山市国府支所 

（C）岐阜県 

76 41 

凡例

事業区間

（主）国府見座線 

十三暮峠工区 

L=1,740m 

終点：高山市国府町八日町 

起点：高山市国府町八日町 

 

写真① 

写真② 

 

長野県

滋賀県 

157 

258

高山市 
石川県 

富山県

福井県 

三重県

愛知県 多治見市

位 置 図 

美濃加茂市

158

21 

156 41 

岐阜市 
大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41 

E1

C3C3

E19

事業箇所

19 

写真② 写真① 
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令和４年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ２ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

主要地方道 大垣養老公園線 鷲巣工区 

事業実施  

箇    所 

養老郡
ようろうぐん

養老町
ようろうちょう

飯ノ木
は ん の き

 

～養老郡
ようろうぐん

養老町
ようろうちょう

鷲巣
わしのす

 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成１４年度 完了予定年度 令和１０年度 

 再評価の実施基準 再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業 

 事業目的  

主要地方道大垣養老公園線は、岐阜県大垣市静里町を起点とし、岐阜県養老郡養老町に至る延長約

１０．１ｋｍの主要幹線道路である。当該事業は、現道のバイパス路線となる１，５５０ｍの２車線

道路であり、災害時の緊急輸送機能の強化、東海環状自動車道養老ICへのアクセス向上を目的として

いる。 

 事業概要  

事業延長 ：１，５５０ｍ  車道幅員：３．０ｍ×２車線 

              自転車歩行者道幅員：３．０ｍ（両側） 

 概 要 図  
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令和４年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ３ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業（地域高規格道路整備補助） 

一般国道257号（濃飛横断自動車道） 中津川工区 

事業実施  

箇    所 
中津川市
な か つ が わ し

駒場
こまんば

～中津川市
な か つ が わ し

茄子
な す び

川
がわ

 事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２８年度 完了予定年度 令和９年度 

 再評価の実施基準 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により、再評価の実施の必要があると

判断をした事業 

 事業目的  

濃飛横断自動車道は郡上市を起点とし、中津川市へ至る延長約８０ｋｍの高規格道路である。 

当該事業は、このうち中津川市駒場～中津川市茄子川地内の５，０８０ｍ区間をバイパス整備するも

のであり、リニア中央新幹線（仮称）岐阜県駅の開業に合わせて整備を実施し、観光交流の推進、災害

時に有効に機能するネットワークの確保、渋滞緩和による円滑な交通の確保を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：５，０８０ｍ 

事業幅員：３．２５×２車線（（仮称）リニア駅ICより北側） 

３．２５×４車線（（仮称）リニア駅ICより南側） 

 概 要 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真①

写真②

事業区間
一般国道
一般県道

濃飛横断自動車道
中津川工区
L=5,080ｍ

起点：中津川市駒場

中津川IC

終点：中津川市茄子川

至 下呂市 至 下呂市

E19

410

410 420

410
至

瑞
浪
市

至

南
木
曽
町

 岐阜県

(仮称)リニア駅IC

(仮称)千旦林IC

(仮称)茄子川IC
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令和４年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ４ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業（都道府県境道路整備補助） 

一般県道 羽島稲沢線 下中町工区（新濃尾大橋(仮称)） 

事業実施  

箇    所 

羽島市
は し ま し

下中町
しもなかちょう

 

～愛知県
あ い ち け ん

一宮市
いちのみやし

明地
め い ち

 
事 業 主 体 岐阜県（愛知県） 

採択年度 平成１３年度 完了予定年度 令和７年度 

 再評価の実施基準 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要があると 

判断をした事業 

 事業目的  

一般県道羽島稲沢線は、羽島市を起点とし愛知県稲沢市に至る路線である。当該事業はこのうち木曽

川渡河部の約3.1ｋｍ区間（内岐阜県事業区間約1.5ｋｍ）を整備するものであり、主要骨格幹線ネット

ワークの整備推進、渋滞緩和による円滑な交通の確保、隣接県との産業振興の推進、災害時に有効に機

能するネットワークの確保を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：３.１ｋｍ  車道幅員     ：３.２５ｍ×２車線 

            自転車歩行者道幅員：３.０ｍ（土工部両側、橋梁部片側） 

主要構造物：新濃尾大橋Ｌ＝０.８ｋｍ（７５９ｍ）   (※構造物名は仮称) 

 概 要 図  
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令和４年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ５ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

２級市道 跡津川線 跡津川工区 

事業実施  

箇    所 

飛騨市
ひ だ し

神岡町
かみおかちょう

土
ど

 

～飛騨市
ひ だ し

神岡町
かみおかちょう

跡津川
あ と つ が わ

 
事 業 主 体 

岐阜県 

（飛騨市の県代行） 

採択年度 平成１６年度 完了予定年度 令和９年度 

 再評価の実施基準 再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業 

 事業目的  

２級市道跡津川線は、岐阜県飛騨市神岡町土を起点とし、東京大学宇宙線研究所神岡宇宙素粒子研究

施設（スーパーカミオカンデ）の入口を経由し、岐阜県飛騨市神岡町佐古へ至る延長約５．９ｋｍの道

路である。当該事業はこのうち岐阜県飛騨市神岡町土から岐阜県飛騨市神岡町跡津川の８９４ｍ区間を

拡幅（一部バイパス）するものであり、隘路・線形不良区間の解消による円滑な交通の確保、学術研究

の支援を目的としている。 

 事業概要  

事業延長 ：８９４ｍ  車道幅員：２．７５ｍ×２車線 

主要構造物：トンネルＬ＝３４９ｍ、橋梁Ｌ＝３９ｍ 

 概 要 図  
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前回 今回

(基準年：H29） (基準年：R4）

H20～R11 H20～R11

26.2 35.0

0.7 0.9

26.9 35.9

28.1 40.3

1.8 4.6

0.1 0.4

30.0 45.2

1.1 1.3費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析結果の要因変化

【費用】
・費用を現在価値化する際の基準年を平成29年から令和4年に変更したことによる影響
・事業費の変更による影響
【C＝＋9.0億円】

【便益】
・費用便益マニュアルの改訂（令和4年2月）による、時間価値原単位、走行経費原単位、
　交通事故損失額算定式の変更に伴う影響
・便益を現在価値化する際の基準年を平成29年から令和4年に変更したことによる影響
【C＝＋15.2億円】

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国交省道路局　都市・地域整備局/R4.2

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

区分 備考

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

事業期間

令和４年度第５回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業内容

現道拡幅　延長L=1.7Km、幅員W=7.0m

■費用対効果分析結果

【道路事業】　「主要地方道　国府見座線　十三暮峠工区」

■事業名
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前回 今回

(基準年：H29） (基準年：R4）

H14～R5 H14～R10

43.2 42.6

2.0 1.0

45.1 43.6

63.8 59.5

8.4 7.7

2.7 0.6

75.0 67.8

1.7 1.6

【費用】
・費用を現在価値化する際の基準年を平成２９年から令和４年に変更したことによる影響
・事業費減並びに事業期間が延長されたことによる影響
【C＝－1.5億円】

【便益】
・将来OD表の変更による計画交通量の変更に伴う影響
・費用便益分析マニュアルの改訂（R4年2月）による、時間価値原単位、走行経費原単位、
  交通事故損失額算定式の変更に伴う影響
・便益を現在価値化する際の基準年を平成29年から令和4年に変更したことによる影響
・事業期間が延長されたことによる影響
【B=－7.2億円】

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R04.2

■費用対効果分析結果の要因変化

バイパス整備　延長L=1.6km、幅員W=16.0m

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

■事業内容

令和４年度第５回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

【道路改築事業】「主要地方道　大垣養老線　鷲巣
わしのす

工区」
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前回 今回

(基準年：R2） (基準年：R4）

H28～R9 H28～R9

239.7 362.9

7.2 8.1

- 0.0

246.9 371.0

453.3 382.9

27.1 61.1

2.1 11.5

482.5 455.5

2.0 1.2

【費用】
・費用を現在価値化する際の基準年を令和2年から令和4年に変更したことによる影響
・事業費が増額されたことによる影響
【C=+124.1億円】

【便益】
・将来OD表の変更による、計画交通量の減少に伴う影響
・費用便益マニュアルの改訂（令和4年2月）による、時間価値原単位、走行経費原単位、交通
事故損失額算定式の変更に伴う影響
・便益を現在価値化する際の基準年を令和2年から令和4年に変更したことによる影響
【B=-27.0億円】

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R4.2

■費用対効果分析結果の要因変化

事業期間

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

更新費

■事業内容

延長L=5,080m、幅員3.25×2車線（リニア駅IC以北）、3.25×4車線（リニア駅IC南）

■費用対効果分析結果

区分

令和４年度第５回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

【道路改築事業】「一般国道257号（濃飛横断自動車道）　中津川工区」

備考
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前回 今回

(基準年：R2） (基準年：R4）

H13～R5 H13～R7

308.4 337.0

1.8 2.2

310.2 339.1

342.2 353.7

25.0 37.8

0.78 0.4

367.9 391.9

1.2 1.2

令和４年度第５回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業内容

延長L=3.1km、幅員3.25×2車線

■費用対効果分析結果

道路改築事業　一般県道　羽島稲沢線　下中町工区（新濃尾大橋（仮称））

■事業名

区分 備考

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

事業期間

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析結果の要因変化

【費用】
・費用を現在価値化する際の基準年を令和2年から令和4年に変更したことによる影響
【C=+28.6億円】

【便益】
・費用便益分析マニュアルの改訂（R4年2月）による、時間価値原単位、走行経費原単位、
　交通事故損失額算定式の変更
・便益を現在価値化する際の基準年を令和2年から令和4年に変更したことによる影響
【B=+24.0億円】

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R4.2
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前回 今回

(基準年：H29） (基準年：R4）

H16～R9 H16～R9

15.4 29.7

0.4 0.6

15.8 30.3

42.1 65.1

42.1 65.1

2.7 2.1

■費用対効果分析結果

道路改築事業　２級市道跡津川線　跡津川工区　

■事業名

令和４年度第５回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業内容

延長L=894m、幅員2.75×2車線

区分 備考

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

事業期間

効果
(億円)

便益（ＣＶＭ）

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析結果の要因変化

【費用】
・トンネル工事費等の増額
・費用を現在価値化する際の基準年を平成29年から令和4年に変更したことによる影響
【C=+14.3億円】

【便益】
・ＣＶＭによる便益の再算定に係る便益の増加
・便益を現在価値化する際の基準年を平成29年から令和4年に変更したことによる影響
【B=+23.0億円】

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R4.2
・公共事業評価の費用便益に関する技術指針／国土交通省／H21.6
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